
農業の話をしようよ！
JA前橋市のキャッチコピー

笑顔と信頼　広げよう「ありがとう」の気持ち
2025

６

支所別報告会で挨拶する矢端組合長▲　　

粕川支所（多目的研修施設にて）▲　　清里地区（西部支所にて）▲前橋支所▲

ホームページをリニューアルしました！
ホームページアドレス
http://www.jagunma.net/maebashi/

ＪＡ前橋市公式Instagramを始めました！
イベントの告知など様々な情報をお届けします

産直ゆうあい館Instagram更新中！
フォローやいいねをお願いします

▲イメージキャラクター
　「じゃじゃゴン」

水
 み  な づき

無月 /田に水を引くため川に水がなくなる「水無し月」の略 花暦 /花菖浦…優雅な心 誕生石 /パール…健康・長寿・富

各地区で支所別報告会を実施
《表紙紹介は２～３ページ》　　　



　

昨
年
度
の
Ｊ
Ａ
前
橋
市
事
業
実
績
報
告

と
今
年
度
の
事
業
計
画
を
討
議
す
る
支
所

別
報
告
会
を
４
月
15
日
か
ら
５
月
８
日
ま

で
、
各
支
所
等
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　

報
告
会
で
は
、
各
支
所
の
総
代
、
農
事

支
部
な
ど
の
代
表
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
第
９
次
中
期
計
画
（
３
ヵ
年
計

画
）
の
初
年
度
に
な
り
ま
す
。
役
職
員
一

丸
と
な
り
、「
地
域
の
農
業
を
支
え
る
Ｊ

Ａ
」「
経
営
基
盤
の
安
定
し
た
Ｊ
Ａ
」「
組

合
員
・
地
域
利
用
者
に
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
」

を
目
指
し
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け

て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

支
所
別
報
告
会
実
施

　

事
業
実
績
等
を
報
告

▲各地区の支所運営委員長が挨拶を行いました

▶
木
瀬
地
区
（
本
所
に
て
）

▶
上
川
渕
地
区
（
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
に
て
）

▶
南
橘
地
区
（
南
橘
支
所
に
て
）

▶
荒
砥
地
区
（
本
所
に
て
）

▶
参
加
者
は
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た

▶
南
部
地
区
（
南
部
支
所
に
て
）
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▶
桂
萱
地
区
（
本
所
に
て
）

▶
富
士
見
地
区
（
北
部
支
所
に
て
）

▶
元
総
社
地
区
（
西
部
支
所
に
て
）

▶
宮
城
地
区
（
宮
城
支
所
・
粕
川
支
所
に
て
）

▶
芳
賀
地
区
（
北
部
支
所
に
て
）

▶
総
社
地
区
（
西
部
支
所
に
て
）

▶
東
地
区
（
西
部
支
所
に
て
）

▶
大
胡
地
区
（
本
所
に
て
）
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ＪＡ前橋市

自己改革実践レポート
全体戦略『農業者の所得増大・生産拡大に向けた取り組み』

▲大島さんからナス苗の定植方法を聞く参加者

　群馬県の夏秋ナスは日本一の出荷量を誇り、特に前橋市は重要な生産拠点となっています。ＪＡ前
橋市は、ナスを野菜重点８品目の一つとして位置づけ、営農振興計画のもと生産振興を図っています。
　ＪＡは４月28日、中部営農センター管内の露地ナス圃場で、新規栽培者を対象とした露地ナス苗の
定植講習会を行いました。
　講習会では、中部営農センター管内の大島隆広さんのナス圃場に訪問。ＪＡ職員が栽培規模（面積：
10㌃、本数：約500本）や品種（穂木：くろべえ、台木：トレロ）、施肥などの圃場概要を説明した後、
県中部農業事務所担い手・園芸課の今泉日菜技師が圃場の準備から定植後の管理方法について解説。
圃場の畦間や株間などの適切な設定や、植穴への殺虫粒剤等の使用、防風ネットやソルゴーの作付け
などを推奨し、病害虫防除や防風対策の重要性を強調しました。
　続けて、大島さんがナスの定植を実演。大島さんは「１番花の下の葉が通路に向くように植えると
その後の整枝などの作業がしやすくなる。深植えは避け、接ぎ木部に土がかからないよう注意し、し
っかり活着させることが重要」と解説を交えながら、苗の植え付けやテープで苗と支柱を留める作業
を行いました。また、モザイク病の主な原因となるアブラムシは特に注意が必要とし、被覆資材の利
用や定期的な適正農薬の散布を行うよう周知しました。
　その他、総合的病害虫・雑草管理（ＩＰＭ）を意識した減農薬・減化学肥料の観点から、天敵の活
用やバンカープランツの導入などにも触れ、新規栽培者の知見を広めました。
　生産振興課の角田美也子担当は「新たに栽培する生産者が安定した農業経営を行えるよう、研修制
度や営農指導の充実を図り、しっかりと支援を行っていきたい」と意気込みました。
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前
橋
市
と
Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
５
月
10
日
、

藤
岡
市
の
道
の
駅
「
ら
ら
ん
藤
岡
」
肉
の

駅
ら
ら
ん
店
で
「
上
州
牛
ま
え
ば
し
」
と

「
ま
え
ば
し
麦
豚
」
の
試
食
販
売
会
を
行
い

ま
し
た
。
前
橋
産
ブ
ラ
ン
ド
肉
を
県
内
外

消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
消
費
拡
大
・
販
路
拡

大
を
図
り
、
生
産
者
の
所
得
向
上
を
目
的

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
Ｊ
Ａ
前
橋
市
肉

牛
肥
育
部
会
員
な
ど
関
係
役
職
員
約
30
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
上
州
牛
ま
え
ば
し
」
と
は
、
①
肥
育
部

会
員
が
生
産
し
た
牛
で
あ
る
こ
と
②
オ
レ

イ
ン
酸
割
合
を
測
定
し
種
別
に
関
わ
ら
ず

45
％
以
上
で
あ
る
こ
と
③
和
牛
は
肉
質
等

級
４
以
上
、
交
雑
牛
は
肉
牛
等
級
３
以
上

で
あ
る
こ
と
④
上
州
牛
の
定
義
を
満
た
し

た
牛
肉
の
こ
と
で
す
。「
ま
え
ば
し
麦
豚
」

　

西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
は
４
月
25
日
、
営

農
セ
ン
タ
ー
管
内
の
社
会
福
祉
法
人
ゆ
ず

り
は
会
菜
の
花
の
圃
場
で
エ
ダ
マ
メ
の
現

地
栽
培
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
営
農
セ

ン
タ
ー
管
内
の
清
里
地
区
は
市
内
有
の
エ

ダ
マ
メ
の
産
地
。
初
だ
る
ま
・
味
風
香
な

ど
の
品
種
を
栽
培
し
、
年
間
約
２
４
８
ｔ

を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
県
中
部
農
業
事
務
所
担

い
手
・
園
芸
課
の
今
泉
日
菜
技
師
が
講
師

と
な
り
エ
ダ
マ
メ
の
管
理
に
つ
い
て
説
明
。

高
温
・
強
風
対
策
や
、
今
後
気
を
つ
け
た

い
病
害
虫
の
発
生
条
件
な
ど
を
説
明
し
、

計
画
的
な
予
防
対
策
を
心
掛
け
る
よ
う
周

知
し
ま
し
た
。

前
橋
市
と
Ｊ
Ａ
が

前
橋
産
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
消
費
拡
大
活
動

西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
の

エ
ダ
マ
メ
現
地
栽
培
講
習
会

▲圃場でエダマメの栽培管理を確認する参加者

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
は
４

月
17
日
と
18
日
、
荒
砥
・
桂
萱
地
区
と
中

部
地
区
の
水
稲
生
産
者
を
対
象
に
、
桂
萱

支
所
と
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、

水
稲
栽
培
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
県
中

部
農
業
事
務
所
職
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
、
農
薬

メ
ー
カ
ー
関
係
者
ら
が
、
２
０
２
４
年
産

水
稲
の
生
育
概
況
や
２
０
２
５
年
産
水
稲

栽
培
の
注
意
事
項
や
水
稲
農
薬
の
使
用
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
県
中
部
農
業
事
務
所
農
畜
産

課
の
伊
東
真
奈
美
主
任
は
、「
本
年
も
高
温

条
件
で
多
発
し
や
す
い
病
害
虫
や
高
温
障

害
に
よ
る
白
未
熟
粒
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
。
水
稲
の
栽
培
技
術
の
基
本
を
見
直
し
、

生
育
や
気
象
状
況
に
応
じ
た
栽
培
管
理
を

行
っ
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。

中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　

水
稲
栽
培
講
習
会

と
は
、
動
物
性
飼
料
を
排
除
し
麦
を
多
く

含
ん
だ
専
用
飼
料
を
用
い
て
、
豚
肉
特
有

の
臭
み
を
抑
え
て
脂
肪
分
に
甘
み
が
あ
り
、

組
合
員
が
生
産
し
た
豚
肉
の
こ
と
で
す
。

と
も
に
前
橋
市
の
赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
の

認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
店
前
の
試
食
ブ
ー
ス
で
来
店

者
に
試
食
用
の
肉
を
配
布
し
、
来
店
者
は

新
鮮
で
美
味
し
い
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
味
に
舌

鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
同

店
全
商
品
２
割
引
き
の
特
売
日
と
な
り
、

多
く
の
来
店
者
が
ブ
ラ
ン
ド
肉
を
買
い
求

め
ま
し
た
。

　

肉
牛
肥
育
部
会
の
鈴
木
高
弘
部
会
長
は

「
こ
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
一
人
で
も

多
く
の
人
に
前
橋
産
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
美
味

し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
消
費
の
拡
大
に

繋
が
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲水稲栽培について説明を聞く参加者

▲前橋産ブランド肉を来店者にＰＲ

▲来場者に前橋産ブランド肉の試食を振る舞う鈴木部会長㊧
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
と
同
Ｊ
Ａ
肉
牛
肥
育
部
会

は
、
４
月
18
日
に
㈱
群
馬
県
食
肉
卸
売
市

場
で
Ｊ
Ａ
前
橋
市
肉
牛
肥
育
部
会
肉
牛
枝

肉
共
進
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

共
進
会
で
は
、
肉
牛
肥
育
部
会
に
所
属

す
る
肉
牛
生
産
者
よ
り
和
牛
16
頭
、
交
雑

牛
53
頭
、
合
わ
せ
て
69
頭
を
出
品
し
ま
し

た
。

　

肉
質
の
等
級
、
脂
肪
交
雑
、
歩
留
り
な

ど
枝
肉
の
状
態
を
基
準
に
し
た
審
査
に
お

い
て
、
和
牛
の
部
で
は(

株)

六
本
木
牧
場

の
六
本
木
将
史
さ
ん
、
交
雑
牛
の
部
で
は

(

株)

桜
井
畜
産
の
桜
井
克
真
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

前
橋
市
集
落
営
農
組
合
連
絡
協
議
会
は

５
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
本
所
で
令
和
７

年
度
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
協
議
会
長
の
岡
賢
一
さ
ん

が
議
長
を
務
め
、
令
和
６
年
度
の
事
業
活

動
・
決
算
報
告
な
ら
び
に
令
和
７
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
、
役
員
改
選
な
ど
に
つ

い
て
協
議
。
提
出
し
た
す
べ
て
の
議
案
が

出
席
し
た
会
員
の
賛
同
を
得
て
承
認
と
な

り
ま
し
た
。

　

役
員
選
任
に
お
い
て
再
び
会
長
に
就
任

し
た
岡
会
長
は
「
今
後
も
情
報
交
換
会
や

研
修
等
を
盛
ん
に
行
い
、
組
織
間
交
流
に

よ
り
一
層
連
携
を
深
め
、
様
々
な
課
題
に

対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
展
望
を
語
り
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
宮
城
支
所
・
粕
川
支
所
は

５
月
11
日
、
地
元
住
民
な
ど
が
組
織
す
る

「
参
道
松
並
木
を
守
る
会
」
主
催
の
「
参

道
松
並
木
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
に
参
加
し
、

参
道
の
ゴ
ミ
拾
い
や
ツ
ル
切
り
な
ど
の
美

化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
道
松
並
木
の
歴
史
的
価
値
と
自
然
の

美
し
さ
を
守
る
た
め
、
参
加
し
た
会
員
と

Ｊ
Ａ
職
員
合
わ
せ
て
30
人
は
、
早
朝
か
ら

作
業
を
開
始
。
参
加
者
た
ち
は
互
い
に
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
熱
心
に
取
り
組
み
、

15
袋
分
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

　

宮
城
支
所
・
粕
川
支
所
の
北
爪
淳
一
支

所
長
は
「
地
域
の
文
化
や
自
然
を
守
る
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
場
と
な
っ
た
。

今
後
も
地
域
の
方
々
と
協
力
し
、
地
域
の

誇
り
を
守
り
育
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

前
橋
市
宮
城
地
区
粟
の
献
穀
実
行
委
員

会
は
５
月
18
日
、
柏
倉
町
の
深
津
敏
明
さ

ん
の
圃
場
で
、
粟
の
播
種
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

宮
城
地
区
で
は
、
皇
居
で
執
り
行
わ
れ

る
新
嘗
祭
に
供
え
る
粟
を
献
穀
し
て
お
り
、

そ
の
歴
史
は
今
年
で
75
年
を
迎
え
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
関
係
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
参

加
し
、
約
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ほ
場

に
粟
を
蒔
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
齋
耕
者
を
務
め
る
深
津
さ
ん
は

「
多
く
の
方
々
の
支
援
に
感
謝
。
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
栽
培
管
理
に
努
め
、
収

穫
を
迎
え
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

▲協議会員の挙手多数により議案が承認
　されました

▲参道を歩きながら清掃活動を行いました

▲粟を播種する粟の献穀実行員会と関係者

肉
牛
肥
育
部
会
肉
牛
枝
肉
共
進
会
に
て

六
本
木
将
史
さ
ん
、
桜
井
克
真
さ
ん
が

最
優
秀
賞

集
落
営
農
組
織
協
議
会
の

　
　
　
　
　
　
　

通
常
総
会

宮
城
支
所
粕
川
支
所
が

参
道
松
並
木
の
環
境
美
化
活
動

献
穀
粟
の
播
種
作
業

▶
 セ
リ
に
か
け
ら
れ
る
牛
枝
肉
を
確
認
す
る
買
受
人
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組
合
員
・
利
用
者
に
信
頼
さ
れ
る
水
稲

苗
づ
く
り
を
目
指
し
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
管
内

の
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
は
連
日
、
育
苗
業

務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
田
植
え
の
時
期
が

早
い
と
こ
ろ
で
は
、
４
月
中
か
ら
稼
働
を

始
め
ま
し
た
。
水
稲
栽
培
農
家
の
高
齢
化

が
進
む
中
、
労
働
力
、
コ
ス
ト
の
軽
減
な

ど
農
家
に
代
わ
っ
て
苗
を
作
る
事
業
も
定

着
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
管
内
に
は
７
施
設
の
水
稲

育
苗
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
施
設
全
体
で
約

26
万
箱
分
の
播
種
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

▶
 大
胡
育
苗
作
業

▶
 上
川
渕
播
種
作
業

▶
 富
士
見
芽
出
苗
出
庫
作
業

▶
 粕
川
播
種
作
業

▶
 荒
砥
播
種
作
業

▶
 桂
萱
播
種
作
業

▶
 南
部
播
種
作
業

「
信
頼
さ
れ
る
苗
づ
く
り
を
」

Ｊ
Ａ
の
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
４
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
前
橋

市
女
性
大
学
第
４
期
生
を
対
象
に
、
地
域

の
伝
統
技
術
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
高

崎
市
金
古
町
の
群
馬
県
立
日
本
絹
の
里
で

行
わ
れ
た
染
物
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

染
物
体
験
で
は
、
絹
の
里
職
員
指
導
の

も
と
、
植
物
染
料
の
コ
ブ
ナ
グ
サ
を
使
っ

た
シ
ル
ク
ス
カ
ー
フ
の
草
木
染
め
を
体
験
。

女
性
大
学
生
ら
は
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

個
性
豊
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
カ
ー
フ
を

染
め
上
げ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
前
橋
青
年
部
は
５
月
16
日
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
と
「
農
」

の
深
い
つ
な
が
り
を
伝
え
る
た
め
、
下
大

屋
町
の
圃
場
で
、女
屋
町
の
い
ず
み
幼
稚
園
、

西
片
貝
町
の
桃
瀬
幼
稚
園
の
園
児
１
０
０

人
を
招
待
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
の
植
え
付

け
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
体
験
に
は
同
Ｊ

Ａ
女
性
組
織
協
議
会
員
も
参
加
し
、
園
児

た
ち
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

苗
植
え
作
業
で
は
、
園
児
た
ち
は
青
年

部
員
や
女
性
協
会
員
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
、

楽
し
み
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
10
㌃
の
畑

に
約
８
０
０
本
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
サ

ツ
マ
イ
モ
の
品
種
は
「
紅
あ
ず
ま
」。

　

同
青
年
部
は
、
植
え
付
け
た
サ
ツ
マ
イ

モ
の
生
育
を
見
守
り
、
10
月
下
旬
頃
に
は

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
と
の
収
穫
作
業
や
試

食
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

産
直
ゆ
う
あ
い
館
は
、
５
月
５
日
に
こ

ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
コ
イ
コ
イ

ま
つ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
直
売
所
の
入
り
口
前
で
Ｊ
Ａ

職
員
と
直
売
所
部
会
に
所
属
す
る
生
産
者

が
、
来
店
者
に
対
し
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
駄

菓
子
な
ど
を
無
料
で
配
布
。
店
内
に
は
新

鮮
な
前
橋
産
野
菜
や
各
種
加
工
品
を
豊
富

に
取
り
揃
え
ま
し
た
。

　

産
直
部
会
の
青
木
以
析
部
会
長
は
「
多

く
の
方
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
に

感
謝
。
今
後
も
生
産
者
一
同
新
鮮
な
農
産

物
の
提
供
に
努
め
、
来
店
者
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

女
性
大
学
生
の
草
木
染
体
験

青
年
部
が
子
ど
も
た
ち
と

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

産
直
ゆ
う
あ
い
館
で

　

こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト

▲青年部員とサツマイモ苗を植える
　園児たち

▲来場者にポップコーンを無料配布する
　直売所部会員

▲染め上げたシルクスカーフを広げる女性大学生

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
４
月
21
日
と
22
日
の
２

日
間
、
地
域
密
着
型
介
護
ホ
ー
ム
上
陽
の

利
用
者
を
対
象
に
、
同
市
文
京
町
の
商
業

施
設
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
利
用
者
が
地
域

社
会
で
の
日
常
生
活
に
親
し
む
と
と
も
に
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
外
出
で

き
る
よ
う
常
時
介
護
職
員
等
が
サ
ポ
ー
ト

に
あ
た
り
、
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

た
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
食
事
や
買
い
物
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
利
用
者
や
利
用
者
家
族
に
寄
り

添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

▲外出を楽しむ介護ホーム上陽の利用者

介
護
施
設
上
陽

利
用
者
の
心
身
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
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産
直
ゆ
う
あ
い
館
で
は
毎
日
、
生
産
者
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
た
新
鮮
で
美
味
し
い
野
菜
や
愛
情
込

め
て
作
っ
た
お
弁
当
や
お
惣
菜
、
お
菓
子
、
彩
り
鮮
や
か
な
切
り
花
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
消
費
者
の
生
活
を
支
え
る
出
荷
者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

なお、産直ゆうあい館では出荷者を大募集しています。
詳細は下記連絡先までお願い致します。

　　　ＪＡ前橋市産直ゆうあい館
　　　ＴＥＬ：０２７－２６１－５８１１　営業時間は
　　　ＦＡＸ：０２７－２６１－６４４６　午前９時から午後６時まで

氏　　名：伊藤　政孝さん（44）※出荷者名は伊藤昭夫さん

所 在 地：前橋市大胡町

出荷品目：パン、お弁当など　

　伊藤さんは、心を込めて作った種類豊富なパンや昔ながらのオムライス、

生姜焼き弁当などをゆうあい館に出荷しています。

「たくさんの方に手に取っていただき、食卓に彩を添えられたらうれしい」

と話しました。

産直ゆうあい館出荷者紹介

9 あぐりー・とーく  2025・６月号



あぐりー・とーく  2025・６月号 10



あぐりー・とーく  2025・６月号11



あぐりー・とーく  2025・６月号 12



あぐりー・とーく  2025・６月号13



群馬県中部農業事務所

営農情報

す
。
生
き
た
ま
ま
持
ち
運
ぶ
こ
と
は
違
法
と
な
り

ま
す
。

【
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
特
徴
】

　

中
国
大
陸
原
産
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
科
の
昆
虫
で
、

そ
の
名
の
通
り
、
首
（
正
確
に
は
胸
部
）
が
赤
く

体
は
つ
や
つ
や
し
た
黒
色
で
す
。
体
長
は
20
〜
40

㎜
く
ら
い
の
大
型
の
昆
虫
で
す
（
写
真
１
）。

　

幼
虫
は
樹
体
内
で
２
〜
３
年
か
け
て
成
長
し
、

蛹
に
な
り
ま
す
。
成
虫
は
６
月
〜
８
月
頃
に
発
生

し
、
樹
に
産
卵
し
ま
す
。（
図
１
）。

【
被
害
の
様
子
】

　

孵
化
し
た
幼
虫
は
、
樹
に
食
入
し
、
２
年
目
の

幼
虫
は
驚
く
ほ
ど
大
量
の
フ
ラ
ス
（
木
く
ず
と
糞

が
混
ざ
っ
た
も
の
）
を
排
出
し
ま
す
（
写
真
２
）。

フ
ラ
ス
は
、
か
り
ん
と
う
状
の
も
の
か
ら
お
が
く

ず
状
の
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、

幼
虫
の
被
害
が
進
行
す
る
と
、
そ
の
木
は
枯
死
し

ま
す
。

【
防
除
対
策
】

①
成
虫
を
発
見
し
た
場
合

・
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
そ
の
場　

で
捕
殺

し
て
く
だ
さ
い
。

②
フ
ラ
ス
を
発
見
し
た
場
合

・
対
象
樹
種
に
登
録
の
あ
る
農
薬
を
使
用
し
て
防

除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
令
和
６
年
新

た
に
「
ア
ク
セ
ル
フ
ロ
ア
ブ
ル
」
が
モ
モ
類
・

ス
モ
モ
で
登
録
拡
大
と
な
り
ま
し
た
。（
表
１
）

・
フ
ラ
ス
が
出
て
い
る
樹
に
は
、
ネ
ッ
ト
（
目
合

４
㎜
以
下
の
防
風
ネ
ッ
ト
な
ど
）
を
か
け
て
成

虫
の
拡
散
を
防
ぎ
、
成
虫
を
捕
殺
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

【
情
報
提
供
の
お
願
い
】

　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
や
フ
ラ
ス
を

発
見
し
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
駆
除
し
、
前
橋
市

農
政
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
農
薬
使
用
の
際
は
、
最
新
の
登
録
内
容
を
確
認

し
て
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

（
中
部
農
業
事
務
所　

担
い
手
・
園
芸
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
芸
係　

坂
本　

博
章
）

　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、サ
ク
ラ
や
ウ
メ
、

モ
モ
な
ど
の
樹
木
に
産
卵
し
、
幼
虫
が
樹
体
の
内

部
を
食
い
荒
ら
す
外
来
昆
虫
で
す
。

　

日
本
国
内
で
は
、
平
成
24
年
に
愛
知
県
で
初
め

て
成
虫
が
確
認
さ
れ
、
年
々
生
息
域
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　

群
馬
県
内
で
は
平
成
27
年
に
館
林
市
の
サ
ク
ラ

で
、
平
成
29
年
に
県
内
東
部
地
域
の
モ
モ
、
ス
モ

モ
、
ウ
メ
、
令
和
２
年
に
は
県
内
中
西
部
地
域
で

も
新
た
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
発
生

地
域
の
拡
大
が
見
ら
れ
て
お
り
、
周
辺
地
域
へ
広

が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度

県
内
被
害
状
況
調
査
で
は
、
24
市
町
で
１
０
，
５

０
８
本
の
樹
木
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
１
月
に
環
境
省
の
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
、
飼
育
や
販
売
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

図１ クビアカツヤカミキリの生態 写真２ 幼虫の食害で排出されたフラス

（令和７年４月現在）

写真１ クビアカツヤカミキリの成虫

表１ 対象樹種に使用できる農薬の一例

　

特
定
外
来
生
物
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

　

カ
ミ
キ
リ
に
注
意
！
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ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
南
米
の
ア
ン
デ
ス
高
原
の
原
産
で
、

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見
後
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
伝
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
救
荒
作
物
と
し
て
普
及
し
、
現
在
で
は
、

主
食
に
近
い
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

日
本
に
は
十
六
世
紀
か
十
七
世
紀
の
初
頭
に
、
オ

ラ
ン
ダ
船
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
ワ
島
の
シ
ャ
ガ
ト
ラ
港

か
ら
長
崎
に
伝
わ
り
、
そ
の
た
め
に
、
ジ
ャ
ガ
タ
ラ

芋
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国

名
の
馬
鈴
薯
か
ら
、
バ
レ
イ
シ
ョ
と
も
呼
ん
で
い
ま

す
。(

『
た
べ
も
の
日
本
史
総
覧
』
参
照)

　

こ
の
辺
で
は
、「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
と
か
「
ジ
ャ
ガ
タ

ラ
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ
と
を
、「
サ
ン
ト
ク
イ
モ
」

と
も
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が

　

・
植
え
て
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と

　

・
栄
養
分
が
あ
る
こ
と

　

・
食
べ
て
う
ま
い
こ
と

の
三
つ
の
点
で
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
っ
て
い

ま
す
。(

話
者　

野
中
町　

松
川
喜
代
治
さ
ん　

明

治
四
十
年
生)

　

ほ
か
に
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ
と
を
「
サ
ン
ド
イ
モ
」

と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
一
年
に
三
度
収
穫
出
来
る
か
ら
で
あ
る

と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
言
葉
と
も
『
全
国
方
言
辞
典
』
に

載
っ
て
お
り
ま
す
が
、「
サ
ン
ト
ク
イ
モ
」
の
方
は
勢

多
郡
と
、
埼
玉
県
の
秩
父
郡
の
方
言
と
し
て
紹
介
し

て
あ
る
だ
け
で
す
。「
サ
ン
ド
イ
モ
」
の
方
は
、
県

内
で
も
広
く
分
布
し
、『
方
言
辞
典
』
に
も
全
国
広
い

分
布
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
果
た
し
て
来
た
役

割
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
呼
び
名
に
関
係
し
て
、
平
坦
部
で

は
、
里
芋
の
こ
と
を
「
タ
ダ
イ
モ
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
が
、
北
毛
の
寒
い
所
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ
と

を
「
タ
ダ
イ
モ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
イ
モ
と
い

え
ば
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
の
で

す
。
た
だ
「
イ
モ
」
と
い
え
ば
、「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ

と
に
決
ま
っ
て
い
る
じ
ゃ
あ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。
そ
れ
が
、
北
毛
の
人
の
い
い
分
で
あ
り

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、「
ハ
ン
ゲ
イ
モ
」
と
い
う
い
い
方
が
あ

り
ま
す
。「
半
夏
芋
」
と
い
う
こ
と
で
す
。『
全
国
方

言
辞
典
』
に
は
埼
玉
県
秩
父
郡
の
方
言
と
し
て
出
て

い
ま
す
が
、
県
内
で
も
「
ハ
ン
ゲ
イ
モ
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
所
は
、

残
念
な
が
ら
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
ふ
だ
ん
は
お
か
ず

と
し
て
、
ま
た
、
味
噌
汁
の
具(

こ)

と
し
て
食
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

農
繫
期
に
は
、
特
に
夏
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
間
食

(
コ
ジ
ョ
ウ
ハ
ン)

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。
秋
に
な
る
と
サ
ツ
マ
イ
モ
と
そ
の
役

目
を
交
代
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
特
別
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
飢
饉
の
際
の
救
荒
作
物
と
し
て
の
働
き
で

あ
り
ま
し
た
。

　

吾
妻
郡
嬬
恋
村
田
代
の
松
本
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
「
明
治
二
十
九
年
六
月
、
松
本
明
秀
筆
」
に
な
る

「
い
も
の
原
由
記
」
に
よ
る
と
、
同
地
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
栽
培
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

は
他
の
作
物
が
不
作
の
場
合
で
も
普
通
以
上
の
収
穫

が
あ
っ
て
大
助
か
り
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
「
作
物
の

第
一
等
と
心
得
べ
き
者
也
」
と
記
し
て
い
る
ほ
ど
で

す
。(

『
嬬
恋
村
の
民
俗
』
参
照)

　

伊
藤
章
治
氏
は
『
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
世
界
史
』(
中

公
新
書)

の
中
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
世
界
各
地
で
、

飢
饉
か
ら
人
び
と
を
救
っ
た
こ
と
を
、「
小
さ
な
イ
モ

の
大
き
な
ド
ラ
マ
」
と
し
て
記
し
て
い
ま
す
。

　

見
直
し
た
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
話
で
す
。

芋
の
話　

そ
の
三　

ジ
ャ
ガ
イ
モ

JAのペット火葬 ～移動火葬車によるペットの火葬サービス～

ペット火葬専用ダイヤル　※夜間（18時～８時）はペット火葬業者で対応します。

　長い間一緒に過ごしてきた、大切な家族。もしもお別れの時が来てしまったらすぐに離れてしま
うのはあまりにも切ないから、真心込めてお別れのお手伝いを致します。
ご火葬プランのご紹介　ご家族様のご要望やご都合に合わせた３つのご火葬プランを用意しています

※24時間365日対応致します。01200120--0909--10821082

合　同　火　葬
（※ご返骨不可）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお迎えに参ります。
その後、合同火葬を行います。
合同火葬後のご遺骨は、提携寺
院の納骨堂の合祀墓でご供養い
たします。
14,850円～（税込）

個　別　火　葬
（スタッフによるお骨上げ）
　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺い致します。専
用車にて個別に火葬を行い、ス
タッフが骨壷のお骨をお納めし、
後日、ご自宅へご返骨いたしま
す。
18,150円～（税込）

立会い個別火葬
（ご家族様によるお骨上げ）
　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺いします。専用
車にて個別に火葬を行い、ご家
族にお骨上げをしていただきま
す。骨壷のお骨をおさめ、ご返
骨いたします。
20,350円～（税込）

文・井田安雄

←の日が出荷休みになります。

野菜の荷受休業日野菜の荷受休業日

６
月

の
休
業
日

７
月

の
休
業
日

前
橋
散
策

M
A
E
B
A
S
H
I

S
A
N
S
A
K
U

Vol.

376

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30
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◯
発
　
行

　
前
橋
市
農
業
協
同
組
合

〒
379-2161

群
馬
県
前
橋
市
富
田
町
2400-1

◯
編
　
集
　
JA
前
橋
市
企
画
管
理
部
総
合
企
画
課
／
編
集
委
員
会

TE
L  027-261-3000 ㈹

    FA
X
  027-212-2570

◯
発
行
人

代
表
理
事
組
合
長
　
矢
端
幹
男

2
0
2
5
６
月
Ｎ
ｏ
.3
8
8

○
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
事
業
補
助
金

【
概
要
】

　

前
橋
市
で
は
、
耕
作
放
棄
地
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
農
地
で
、
農
作

物
を
生
産
す
る
た
め
に
再
生
や
整

地
作
業
等
を
行
う
経
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

　

次
の
要
件
で
対
象
農
地
の
権
利

設
定
等
を
行
い
、
再
生
作
業
を
行

う
農
業
者
等

【
要
件
・
交
付
金
額
】

　

要
件
・
交
付
金
額
に
つ
い
て
は
、

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
補
助
額
（
表

の
③
及
び
④
）
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

【
注
意
事
項
】

　

制
度
の
利
用
に
は
事
前
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
事
前
着
工
し

て
し
ま
う
と
、
交
付
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

前
橋
市
農
政
課
地
域
営
農
係

電
話
番
号
０
２
７
―
８
９
８
―
６

７
０
３

○
「
狩
猟
免
許
受
験
料
等
の
補
助
」

　

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る

農
作
物
等
の
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
自
己
の

農
地
を
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

前
橋
市
で
は
市
内
に
お
住
い
の

農
業
者
を
対
象
に
狩
猟
免
許
の
受

験
費
用
の
一
部
と
、
免
許
取
得
後

の
市
内
猟
友
会
加
入
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
内
容
に
つ
い
て
は
、
わ
な

猟
の
場
合
は
１
０
，
２
０
０
円
を

限
度
に
、
銃
猟
の
場
合
は
８
０
，

０
０
０
円
を
限
度
に
受
験
手
数
料

な
ど
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

ま
た
、
免
許
取
得
後
、
市
内
の
猟

友
会
に
新
規
加
入
さ
れ
る
場
合
は

２
０
，
０
０
０
円
を
限
度
に
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

狩
猟
免
許
試
験
の
受
験
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
正
式
な
申
請
の
前

に
仮
申
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。

■
問
合
せ
及
び
申
請
書
等
の
提
出
先

・
補
助
金
の
申
請
等
に
つ
い
て
は

前
橋
市
農
政
課
有
害
鳥
獣
対
策

係
（
大
胡
支
所
内
）

℡
０
２
７
―
２
２
５
―
７
１
０
５

・
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て
は

県
渋
川
森
林
事
務
所
ま
た
は
県

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら

℡
０
２
７
９
―
２
２
―
２
７
６
３

○「
農
機
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
助
成
」に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　

前
橋
市
で
は
、
農
業
へ
の
参
入

促
進
と
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
を

目
的
と
し
て
、
農
業
用
機
械
メ
ー

カ
ー
の
株
式
会
社
ク
ボ
タ
と
連
携

し
、
農
業
用
機
械
の
時
間
貸
し
サ

ー
ビ
ス
（
農
機
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
）
を
開
始
し
ま
し
た
。
市

内
の
農
地
を
耕
作
す
る
個
人
を
対

象
に
、
利
用
料
の
２
分
の
１
の
額

を
助
成
し
ま
す
。
対
象
の
方
は
、

助
成
適
用
後
の
料
金
で
利
用
で
き

ま
す
。

　

農
業
用
機
械
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
か
ら
簡
単
に
予
約
で
き
、

１
時
間
単
位
で
24
時
間
３
６
５
日

い
つ
で
も
利
用
可
能
（
燃
料
費
・

保
険
料
込
）
で
す
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に

会
員
登
録
、
操
作
講
習
会
の
受
講

が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、
株
式
会

社
ク
ボ
タ
の
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
提
供
す
る
農
業
用
機
械
】

・
21
馬
力
ト
ラ
ク
タ

・
標
準
ロ
ー
タ
リ
1.4
メ
ー
ト
ル

・
平
高
畝
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
リ

・
草
刈
り
機
（
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
）

【
保
管
場
所
】

前
橋
市
富
士
見
町
石
井
８
９
９
―

３　
　
　
　
　
　
　
　

■
お
問
合
せ
・
利
用
申
込
先

株
式
会
社
ク
ボ
タ

U
RL:https://agriculture.
kubota.co.jp/service/
agrisharing/

※希望される方は、

前々日までにJA各支所へご連絡ください。

法務・税務相談日

……  各午後２時から本所金融部窓口にて  ……

●法務相談

●税務相談

2025年 ７月４日㈮・18日㈮
2025年 ８月１日㈮・22日㈮

2025年 ７月10日㈭・24日㈭
2025年 ８月７日㈭・28日㈭

◆
審
議
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―

①
令
和
６
年
度　

自
己
資
本
比
率

②
第
32
回
通
常
総
代
会

③
令
和
７
年
度　

第
１
・
四
半
期

棚
卸
計
画

④
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
の
推
薦

⑤
畜
産
関
係
運
賃
及
び
作
業
料
の

新
設

⑥
令
和
６
年
度　

決
算
期
監
事
監

査
結
果

⑦
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
書
お

よ
び
監
事
監
査
報
告
書

⑧
貸
出
案
件

⑨
貸
出
条
件
変
更
案
件

⑦
令
和
７
年
５
月
借
入
れ（
銀
行

等
引
受
資
金
分
）に
係
る
入
札

お
よ
び
う
融
資
実
行

◆
報
告
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―

①
各
事
業
の
概
況
と
報
告

４
月
30
日
…
本
所
多
目
的
ホ
ー
ル

４
月
の
理
事
会
か
ら

４月末事業実績４月末事業実績

総 組 合 員 数

貯　金　総　額
貸 出 金 総 額
長期共済保有額
農畜産物販売総額
購買品供給額

24,351 人
(うち正組合員 10,004 人)

2,364億3,669 万円
702億1,687 万円

4,501億4,107 万円
28億1,154 万円
9億4,742 万円

みんなの JA

（10a当たり）

解消経費 要　件 再生作業 補助額計市　費 県　費

① 50,000円以上 ※１
中間管理機構を通した10
年以上無償での利用権設
定又は所有権移転

25,000円 25,000円 50,000円

② 50,000円以上 ※２ ※３ 所有権移転又は５年以上
の賃貸借若しくは使用貸
借による利用権設定

50,000円 － 50,000円
③ 40,000円以上 ※２ 40,000円 － 40,000円
④ 30,000円以上 30,000円 － 30,000円
※１  対象農地が中山間地域（宮城・富士見地区）に該当する場合、交付金額の上限を150,000

円/10aとします。
※２ 建設用重機等（トラクター除く）を利用した場合に適用します。
※３  群馬県道101号四ツ塚原之郷前橋線以北及び前橋市鼻毛石町字四ツ塚1426番の3以東は群

馬県道333号上神梅大胡線以北の農地

【
再
生
前
】

【
再
生
後
】

⬇
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